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り，看護基礎教育の中でのシミュレーション教育が重要な位置づけとなっている (Jefries， 2007; 




















ものである。なお.現在は http://www.southwales.ac.uk/study I subjects/nursing-health-sciences/ 
simulationlにて同様の情報を得ることができる。
(2)センターの概要
本センターは.英国のWalesにある theUniversity of Glamorganが運営しているが.実際の運
営主体は Facultyof Health. Sport and Scienceである。ちなみに.2013年に入り. the University 



























































l年に2回 (3月 .9月)学生が入学し l学JUJで.6グループの学生がシミュレーションシステム
を使用する。各グループの学生数は，入学時JUにより異なり 9 月入学者は 150 人~200人.3月






















①未熟児 (体重 1.400g以下 :Gaumard's Premie) (写真 1)
このシミュレータは.口腔からの ETチューブやラリンジアルマスクの挿入が可能である。呼吸















〆~ 1歳 (GaumardPaediatric Simulator 1 year old) 写~2






器系3シナリオ {I度房室プロ ック 1向性頻脈 ・23血圧.先天性心疾!と)がある













































小児 .パラセタモール中毒 -糖尿病性ケトアシ -嚢胞性線維症 .骨肉腫に伴う切






母親 .コカイン乱用による -妊娠高血圧 -羊水塞栓
胎盤早期剥離
.分娩後2時間の出血























報告の内容は.Mrs Sian Jones， Associate Head of Care Sciences. Head of Simulation. Faculty of 




Seinajoki University of Applied Science， School of Health Care and Social Work 
(1)研修目的










18%. 15 -64歳67%.65歳以上 15%である。面積は.1.469.23km2で.フ
ィンランドで 16番目の大きさであるo住民の主要言語はフィンランド語で















(6) Seinajoki University of Applied Sciences 
①概要
Seinajoki University of Applied Sciences は.職業と結び、ついた大学で、あり. 1992年に創立され
た。 5つの学部により構成されており.2012年の学生数は4.600人である。 5学部とは.Business 
School. School of Agriculture and Forestry . School of Culture and Design . School of Health Care 
and Social Work . School of Technologyである。留学生を積極的に受け入れており. ヨー ロツノf諸
国やアフリカ大陸からの留学生が多い。
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②School of Heal出 Careand Social Work 
約1.∞0人の学生が在籍し，そのうち Nursingの学生は約450人で.スタッフは約90人である。
本学は欧州単位互換制度 (EuropeanCredit Transfer System， ECTS)を用いている。本学部で
Bachelorの学位取得ができるのは， Physiotherapy， Nursing (Nursing/Public Health Nursing). 
Social W ork. Elderly Careである。 Masterの学位は DegreeProgram in Social Work (90ECTS) 
で.Master of Social W ork， Master of Elderly Careの取得ができる。また.Degree Program in 
Development and Management of Health Care and Social W ork (90ECTS)で.Master of Social 
work. Master of Elderly Care. Master of Health Careの取得が可能である。
本学部の特徴として.2∞7年-2013年に主にバルト海5国で実施されているInformation
Communication Technology (ICT) for Healthを積極的にすすめているo これは， e-Health 
technologyを用い.特に慢性疾患をもっ高齢者を対象に健康管理を行うものである。
③看護にかかわる学位取得のためのプログラム概要
学位取得のためのプログラムは.School of Health Care and Social W orkの中に位置づけられて
いる。学位は.Bachelor of Health Careであり.Registered Nurse (RN)の資格も取得できるo
学習期間は3年半であり.210ECTS (うち，実践75)の取得が必要であるo Registered Public 
































































言われている(阿部.2013a)o Seinajoki University of Applied SciencesのSchoolof Health Care 





病院の環筑と同じような演習従のっくり であり. 器材も，)~際の医療現場と|白l検の物を{史m して
いる。
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本プログラムは.Okinawa Clinical Simulation CenterとU凶versityof Hawaii John A Burns 
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objectlves met. summllry 
吐主
φ What went wo[J I why1 
d Wbat needs to mansCl I how? 
Ask open ended questions. 
， Active Istenlng. 

















































































































項目 シナリオ l シナリオ 2 シナリオ 3
演習 事後学習 演習 事後学習 演習 事後学習








応 (P) (P) 
病院での子 安全管理 安全管理 安全管理伊)I 





薬物療法へ 吸入・酸素 吸入・酸素療 内服 内服 (RP)
の援助 療法・吸引 法・吸引 (RP) (P/GW) 点滴 (RP)
(P/GW) 点滴
(P/GW) 


















































































































































































は修得が難しいケア内容を学内で体験できるようにすることが課題である (Hale& Ahlschlager， 
2011 : Tosterud， Hedelin. & Hall-Lord， 2013:永島， 2013)。また，学習者である学生を主体とし
たデプリーフイングについて検討することも課題であると考えている。
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